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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
  平成１８年２月期（平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日）の連結及び単体業績予想
について、平成１７年９月３０日付け平成１７年８月期中間決算発表時の業績予想を下記の通

り修正いたします。 
 

記 
 
１．平成１８年２月期(平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日) 業績予想数値の修正 
 
【連結業績予想数値の修正】 

   （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益又は 
経常損失（△） 

当期純利益又は 
当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） １２２，６００ １，７００ △５００ 
今回修正予想（Ｂ） １２２，３８０ ２，１８０ △３８５ 
増減高（Ｂ－Ａ） △２２０ ４８０ １１５ 
増減率（％） △０．２ ２８．３ ― 
前年同期【平成 1７年２月期】実績（Ｃ） １１７，９６２ △１，１５７ △７５８ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） ４，４１８ ３，３３７ ３７３ 
対前年同期増減率（％） ３．７ ― ― 
 
【単体業績予想数値の修正】 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益又は 
経常損失（△） 

当期純利益又は 
当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） ６５，９００ １，２４０ ３７０ 
今回修正予想（Ｂ） ６５，７７０ １，８８０ ７２０ 
増減高（Ｂ－Ａ） △１３０ ６４０ ３５０ 
増減率（％） △０．２ ５１．６ ９４．６ 
前年同期【平成 1７年２月期】実績（Ｃ） ６３，２０１ △１，２６４ △２，９２９ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） ２，５６９ ３，１４４ ３，６４９ 
対前年同期増減率（％） ４．１ ― ― 
 
２．修正の理由 
主力業態である「吉野家」の売上高が主力商品の改善効果により、ほぼ予想通りに推移い

たしましたことと、原価率の低減が進みました結果、経常利益及び当期純利益が予想を上回

る見込みです。 
以上 



 
平成１８年２月期（参考） 
【 連結業績推移 】                         （単位：百万円） 
  第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

売 上 高 29,432 30,621 30,808 31,519 
経常利益又は経常損失（△） 224 386 646 924 

 
四半期 

純利益又は純損失（△） △106 △361 △61 143 
売 上 高 29,432 60,053 90,861 122,380 
経常利益又は経常損失（△） 224 610 1,256 2,180 

 
累 計 

純利益又は純損失（△） △106 △467 △528 △385 
 
 
【 単体業績推移 】                         （単位：百万円） 
  第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

売 上 高 15,964 16,846 16,492 16,468 
経常利益又は経常損失（△） 98 369 673 740 

 
四半期 

純利益又は純損失（△） △57 68 385 324 
売 上 高 15,964 32,810 49,302 65,770 
経常利益又は経常損失（△） 98 467 1,140 1,880 

 
累 計 

純利益又は純損失（△） △57 11 396 720 
 

 


